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～ 最 新 の 糖 尿 病 性 神 経 障 害 性 疼 痛 治 療 を 考 え る ～

2025年 12月19日（金）12:30 ～ 13:10

糖尿病性末梢神経障害性疼痛（DPNP）
治療のポイント

〜Therapeutic inertiaを打破するために〜
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DPNPに対する不十分な対応は、しばしば痛覚変調を招き、痛みの遷延、難治化につながる。
しかしながら、わが国のDPNP患者の治療満足度は高くない現状がある。
DPNP治療成功の鍵は、まずDPNPの病態を理解すること、治療薬（特に第一選択薬）の特性、
用法用量、副作用を頭に置くこと、そして、治療目標を患者と共有し患者の声を聴きなが
ら積極的に次の一手を打つこと、すなわち、目標達成に向けてTherapeutic inertiaを打破
するマインドが大切である。

13:30 ～ 14:10
※同一内容のご講演です




